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 平素は、格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 この度、新製品として残留塩素試験紙を発売いたしましたので、以下の通り 

お知らせいたします。 

残留塩素試験紙は、低濃度の遊離残留塩素を用途に合わせた３通りの測定 

レンジで測定が可能です。 

 

品  名：残留塩素試験紙（0～1ppm、0～３ppm、0～10ppm） 

入  数：100 枚/箱 

価  格：3,000 円（税抜き） 

発売開始：2020 年１月６日 

 

詳細は次頁の単品カタログをご参照ください。 

引き続き、倍旧のご厚情を賜りますようお願いいたします。 

以上 
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●	製品は予告なく仕様変更される場合があります。
●	記載の価格は消費税抜きで表示してあります。消費税は別途申し受けます。
●	ADVANTECは、東洋濾紙㈱またはそのグループ会社の日本およびその他の国における登録商標または商標です。

Residual Chlorine Test paper

残留塩素試験紙
（ 0～1ppm、 0～3ppm、 0～10ppm ）

低濃度遊離残留塩素を測定可能。
用途に合わせて３通りの測定レンジで測定が可能。

  特 長  
■ 試験紙を検液に浸した後ただちに、変色表と比較するだけで、

誰でも容易に測定できます。
■ 試験紙の測定値は公定法のDPD法と相関があります。
■ 携帯に便利で、どんな場所でも判定を行うことができます。
■ 試薬の調整を必要とせず、容器から取り出してすぐに使用でき

ます。
また、使用済みの試験紙は焼却が可能です。

  使用上の注意  
■ 正確な判定を得るために、検液への浸漬時間、判定時間は厳守 

してください。
■ 検液の温度は10℃から35℃にしてください。
■ 判定するときは、明るい場所で行ってください。
■ 試薬に含浸した試験紙と、水溶液中の遊離塩素との酸化還元反応

により、遊離残留塩素濃度が測定できる試験紙です。残留塩素 
以外の酸化性物質や還元性物質が含まれる場合は、正確な判定
結果が得られない場合があります。

■ 試験紙の再利用はできません。
■ 試験紙を半裁するなどの加工を行うと正しい結果が得られない

場合がありますので、試験紙を加工せず、そのまま使用してくだ
さい。

■ 試験紙の試薬含浸部分を直接触ったり、舐めたり、口に入れたり
しないでください。

  仕 様  
品　 名 商 品 コ ード 入　数 価格（税抜き）

残留塩素試験紙
( 0～1ppm、 0～3ppm、 0～10ppm)

08010040 100枚/箱 ￥ 3,000

  測定レンジおよび変色  

残留塩素
（mg/L）

濃
度
領
域

 0～1ppm 0 0.1 0.2 0.4 0.7 1
 0～3ppm 0 0.2 0.4 1 2 3
0～10ppm 0 1 2 4 7 10

 ● 本変色表は、簡易的な表になりますので、製品に付属の変色表にてご確認ください。

  使用方法  

1  配管内の検液を測定する場合は、滞留した水を排出後に試験し
てください。

2  右図のように、緩やかな流水に測定部を20秒間
当ててください。

3  規定時間当てた後ただちに流水から離し、過剰分の溶液を振り
落とし、離した直後の呈色を変色表と比較し、判定してください。

残留塩素濃度領域   0～1ppm 
用途：水道水中の遊離残留塩素の測定。

1  容器に検液を注いでください。配管内から検液を採取する
場合には、滞留した水を排出後、流したままの状態で検液を
採取してください。
また、採取後ただちに試験してください。

2  右図のように、採取した検液に測定部を完全に
浸した状態で10秒間、前後に振ってください。

3  規定時間浸した後ただちに容器から引き上げ、過
剰分の溶液を振り落とし、引き上げ直後の呈色を変色表と比較
し、判定してください。

残留塩素濃度領域   0～3ppm 
用途：遊泳プール、公共浴場などの水質管理。

1  容器に検液を注いでください。配管内から検液を採取する
場合には、滞留した水を排出後、流したままの状態で検液を
採取してください。
また、採取後ただちに試験してください。

2  右図のように、採取した検液に測定部を完全に
浸し、2秒間保持してください。

3  規定時間浸した後ただちに容器から引き上げ、過
剰分の溶液を振り落とし、引き上げ直後の呈色を変色表と比較
し、判定してください。

残留塩素濃度領域   0～10ppm 
用途：遊泳プール、公共浴場などの水質管理。

● 測定用の容器は付属しません。


